
虐待リスクの高い家庭に関するアンケート調査（事業者）
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リスクが高いと思われる家庭に接する頻度  N=43 
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発達の遅れがあるが親が受け入れようとしない 

子どもが保護者の顔色を伺っている 

家族構成が複雑である 

機嫌の良し悪しの幅が大きい 

愛情を示さず育児にも関心がない 

夜間保護者が外出し子どもだけで過ごしている 

過度の期待をかけて厳しく接している 

保護者の知的遅れなど育児能力に不安がある 

経済的に不安定で生活に困っている 

保護者や子どもにアザ、周りに怯えている 

家の中が汚い、子どもが不潔 

高齢であるなど育児が身体的に辛そうである 

面会等の約束を守らず連絡がつかない 

その他 

アルコールの臭いがしたり酔っている 

％ 

リスクが高いと思われるケース N=15 
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リスクの高い家庭に関する情報共有 

カウンセリング等の支援 

医師、看護師、保健師等の専門職との連携 

相談窓口に関する積極的なPR 

子どもに対する、相談・連絡方法などの教育 

ショートステイ 

市と地域・団体等との連携に関する研修会の開催 

トワイライトステイ 

地域での見守り 

生活保護担当者との連携 

夜間の訪問活動 

その他 

無回答 

％ 

市や地域、団体等がすべき取り組み N=43 


